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個 性 を引 き立 て るア クセ サ リー として の宝 石

野崎節子/帝 塚山短期大学

はじめに

最近の若い人達を見ていると,世 界の高級

ブランドを身につけているのが目につきます。

ファッションに関しておくれているものが

あるとすれば宝飾品ではないか と思われます。

理由は日本では殆 ど宝石が採れなかったこと,

着物文化であったため,大 きいダイヤ,赤 い

ルビーを身 につけていることに抵抗感があっ

たためではないか と考えられます。

1.

宝石をアクセサ リーとして使 う習慣 を女性

が独 り占めにしたのは,一ヨーロッパでも,ほ

んの二百年 ぐらい前からです。それ以前に宝

石 をアクセサ リー として身につけるのに差別

はあ りませんでしたが,ス テイタス ・シンボ

ル として華麗 に扱われていました。

世界を眺 めてみると,ま だ至る所に,ア ク

セサ リーとして,男 性,女 性の区別な く,装

飾 に使 われているのを多 く見ることができま

す。

ヨーロッパにおいては,産 業革命後,能 率

と機能が重要に考えられ,フ ランス革命後,

宝石,装 飾品が男性か ら女性 に移 り,権 威の

象徴 として換金可能な動産 として蓄積 される

ようになりました。

ヨーロッパの一流の宝石店や,有 名デザイ

ナーの手による宝飾品をみるたびに,そ の豪

華で美 しく輝 き,優 れた造形美に魅了されま

す。それ らの作品がすばらしい材質,デ ザイ

ンの良さだ けでは説明がつかないようなすば

らしい魅力があります。

2.東 洋の宝石

西洋と東洋では 「宝石」についての選び方,

イメージも異なっています。

東洋の宝石については,文 献により少 し異

なりますが,一 般に 「七宝」 と言われるもの

には,金,銀,さ んご,真 珠,る り,め のう,

ひすいがあります。

西洋では,ダ イヤモン ド,ル ビー,エ メラ

ル ド,サ ファイア,真 珠等。

この西洋,東 洋の宝石を対比すると,東 西

両文化の特色が,宝 石 という対象を通 じて視

覚的に浮かんで くるように思われます。

西洋の宝石は,光 を押え,光 を吸収 した複

雑な色調のものが尊ばれています。その上に,

しっとりした色彩の ものが好 まれるようです。

これは日本人独特の美意識だ と思われ,こ こ

に改 めて,東 西の相違が考 えさせ られ ます。

3.

古墳時代から,日 本人は,た いへん宝石を

好んだようです。首にネックレス,耳 に欲状

耳輪 というC字 状の もの,環 状のイヤリング,

腕 に 「釧」 と称するブレスレット,足 首 にも

「足釧」 と呼ばれるものをつけた埴輪からも,

うかがい知れます。埴輪 を見ると,一 部の上

流階級ばか りでない ことが分か ります。お守

りとか,お まじない という思想が強 くあった

と思われます。

古墳か ら発掘 されたものに,現 在のネック

レスの原型を殆 ど見ることができます。

古代人の愛 した美 しい玉を作った所が今 も

各地 にあり,地 名で 「玉造」 という名前が残

っています。
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神話の中で,天 照大神が首にかけていたと

いうネックレスは,日 本最初のものではない

かと思われます。

明治時代になるまで,ヨ ーロッパ的な意味

で,装 身具は使われ ませんでした。

いま世界の経済大国に成長 した日本 もどう

やら 「宝石大国」になったようです。

4.

ファッションの個性化,多 様化につれて,

アクセサ リー も流行 にこだわらず,個 性的で,

しっか りしたデザインのものが好 まれるよう

にな りました。

自分の好み,T・P・0に 応 じて,デ ザイ

ンの多様化,手 軽な価格での提供 もあり,多

彩な素材 と変化し,進 んできました。昔か ら

宝石は一種類,二 種類の貴金属の組み合わせ

でしたが,最 近は色石の多種類を組み合わせ

て,色 彩効果を出したもの,色 の異なる金の

組み合わせ,異 種類の金属の合わせ方,貴 石,

半貴石等の異素材 を用いているものが見 られ

ます。

それを実際身につけることで,お もしろさ,

ユニークな面が引き出され,そ のつける人 に

より,作 品が共同で製作 されるような意外 な

新 しい発見があ ります。

服飾のアクセサ リーとして,現 在の宝石 の

在 り方を特徴づけている第一は,民 族性や地

域性,宗 教の相違などによる習俗 の違いを超

えていること,歴 史上で,宝 石,宝 飾品が最

も一般化 し,大 衆化 したのが現在であると思

われ ます。宝石 と人間の歴史の上で長 く続い

た,護 符,呪 物 としての働きも現代の人々の

心の中に心理的 に生きていますが,一 方経済

的な変動に価値の下落しにくい貨幣 として,

宝石,貴 金属が手の届 く,実 質的なアクセサ

リー として好 まれ,大 衆的な消費の対象 とな

り,日 常化 された,ア クセサリー としての宝

石は,現 代の大 きな特徴 を示 していると思い

ます。

宝石をファッションの中に自由にコーディ

ネイ トし,機 能性 と自由な表現による装飾性

の選択 にあると思います。

宝石は人目を引 くものとして,身 につけた

が りますが,人 を引きつけ,気 楽にたのしめ

て,美 しいものが必須条件です。着ているも

の全体のバ ランスの中で,さ りげな くつける

のが最 も基本のおしゃれ感覚だ と思います。

どれを選び,ど う着こなすか,つ ける人の

個性がアクセサ リーの個性にプラスされて,

表情が異なります。

アクセサ リーという言葉に 「共犯」 という

意味があり,そ の人を,そ の人以上 にみせる

共犯者 としてアクセサ リーを,自 己表現 とし

て美 しく装ってもらいたいと思います。
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